
 (1)　申請件数及び審査件数〔年間〕

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

29,430件 29,663件 28,276件 28,283件 27,772件

7,020件 7,460件 7,862件 8,157件 7,773件

(6.3％) (5.4％) (3.8％) (▲ 4.7％)

5,411件 5,733件 6,250件 6,519件 6,699件

(6.0％) (9.0％) (4.3％) (2.8％)

16,999件 16,470件 14,164件 13,607件 13,300件

(▲ 3.1％) (▲ 14.0％) (▲ 3.9％) (▲ 2.3％)

25,408件 26,244件 27,350件 27,116件 27,070件

 (2)　要支援・要介護認定者及び事業対象者数〔各年度末現在〕

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

32,489人 32,796人 33,656人 34,282人 35,115人

8,387人 8,442人 8,938人 9,159人 9,368人

(25.8％) (25.7％) (26.6％) (26.7％) (26.7％)

5,221人 5,445人 5,588人 5,643人 5,667人

(16.1％) (16.6％) (16.6％) (16.5％) (16.1％)

6,515人 6,257人 6,234人 6,400人 6,414人

(20.1％) (19.1％) (18.5％) (18.7％) (18.3％)

3,800人 3,938人 4,025人 4,158人 4,201人

(11.7％) (12.0％) (12.0％) (12.1％) (12.0％)

3,070人 3,175人 3,185人 3,230人 3,396人

(9.4％) (9.7％) (9.5％) (9.4％) (9.7％)

3,335人 3,371人 3,423人 3,505人 3,752人

(10.3％) (10.3％) (10.2％) (10.2％) (10.7％)

2,161人 2,168人 2,263人 2,187人 2,317人

(6.6％) (6.6％) (6.6％) (6.4％) (6.5％)

285人 269人 264人 198人 190人

※　事業対象者とは、65歳以上の人で基本チェックリストに該当した人をいう。

　（平成29年４月から開始）

 ▶　第１号被保険者数が減少傾向にある中で、認定者数は年々増加している。これは、
　後期高齢者数の増加に伴う介護サービス需要の高まりが要因と考えられる。

 ３　要支援・要介護認定

 ▶　令和３年度及び令和４年度に更新の有効期間を延長したことにより、令和４年度
　以降の更新申請件数は減少しているが、区分変更申請件数は増加している。

　※　令和３年度及び令和４年度において、申請件数に対して審査件数が大幅に減少してい
　　るのは、新型コロナウイルス感染症の影響により、要介護認定について臨時的な対応
　　(要介護認定等の有効期間の合算)を実施したため。

申請件数

新規

前年度増減比

区分変更

前年度増減比

更新

前年度増減比

審査件数

構成比

認定者数

要支援１

構成比

要支援２

構成比

要介護１

構成比

要介護２

構成比

要介護３

要介護４

構成比

要介護５

構成比

事業対象者数
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 (3)　認定者数に占める第１号被保険者数及び第２号被保険者数の割合〔令和７年度末現在〕

構成比

構成比

構成比

構成比

構成比

構成比

構成比

構成比

 (4)　要支援・要介護認定率〔令和７年度末現在〕

 ▶ 姫路市

23.9％

10.3％

13.6％

 ▶ 全国平均〔厚生労働省介護保険事業状況報告（暫定）令和８年３月分から算定〕

20.2％

5.9％

14.3％要介護１～５  認定者数 5,104,142人 ／ 被保険者数 35,854,931人

(11.2％)

80人

(11.4％)

要支援１・２  認定者数     14,814人 ／ 被保険者数 143,751人

(10.7％)

2,237人

(6.5％)

要支援１・２  認定者数 2,121,433人 ／ 被保険者数 35,854,931人

認定率

認定率

 認定者数 7,225,575人 ／ 被保険者数 35,854,931人

要介護１～５  認定者数     19,604人 ／ 被保険者数 143,751人

 認定者数　　 34,418人 ／ 被保険者数 143,751人

78人

(11.2％)

78人

3,318人

(9.6％)

3,674人

 ▶　本市の認定率は、全国平均と比べて要支援の認定率は高いが要介護の認定率は低い。
 ▶　認定率は年々上昇していることから、介護予防施策や認知症予防施策等の充実のほ
か、重度化防止に向けた適切な支援・ケアマネジメントに取り組む必要がある。

要介護５

要介護４

(100.0％)

114人

(16.4％)

107人

(15.4％)

141人

(20.2％)

99人

(14.2％)

要介護３

4,102人

(11.9％)

認定者数

 ▶　第２号被保険者は、第１号被保険者と比較して、要介護の比率、特に重度の要介護の
　比率が高い。

第１号被保険者

（65歳以上）

第２号被保険者

(40歳～64歳)

34,418人 697人

(100.0％)

9,254人

要支援２

要介護１

要介護２

要支援１

(26.9％)

5,560人

(16.2％)

6,273人

(18.2％)
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 (5)　認知症高齢者の日常生活自立度の傾向〔要支援・要介護認定調査票より〕

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計

6,834人 3,629人 1,259人 794人 432人 319人 94人 13,361人

構成比 (19.5％) (10.4％) (3.6％) (2.3％) (1.2％) (0.9％) (0.3％) (38.2％)

2,516人 2,017人 5,121人 3,390人 2,953人 3,411人 2,214人 21,622人

構成比 (7.2％) (5.7％) (14.6％) (9.7％) (8.5％) (9.8％) (6.3％) (61.8％)

1,824人 1,488人 1,416人 782人 499人 398人 118人 6,525人

構成比 (5.2％) (4.2％) (4.0％) (2.2％) (1.6％) (1.2％) (0.3％) (18.7％)

686人 523人 3,665人 2,442人 1,865人 1,887人 643人 11,711人

構成比 (2.0％) (1.5％) (10.5％) (7.0％) (5.3％) (5.4％) (1.8％) (33.5％)

 Ⅱa
399人 298人 1,236人 564人 359人 319人 106人 3,281人

構成比 (1.1％) (0.9％) (3.5％) (1.6％) (1.0％) (0.9％) (0.4％) (9.4％)

 Ⅱb
287人 225人 2,429人 1,878人 1,506人 1,568人 537人 8,430人

構成比 (0.9％) (0.6％) (7.0％) (5.4％) (4.3％) (4.5％) (1.4％) (24.1％)

5人 4人 39人 159人 577人 1,005人 951人 2,740人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.1％) (0.5％) (1.6％) (2.9％) (2.7％) (7.8％)

 Ⅲa
4人 3人 34人 135人 503人 908人 851人 2,438人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.1％) (0.4％) (1.4％) (2.6％) (2.5％) (7.0％)

 Ⅲb
1人 1人 5人 24人 74人 97人 100人 302人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.1％) (0.2％) (0.3％) (0.2％) (0.8％)

1人 2人 1人 6人 11人 121人 501人 643人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.3％) (1.5％) (1.8％)

0人 0人 0人 1人 1人 0人 1人 3人

構成比 (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％) (0.0％)

9,350人 5,646人 6,380人 4,184人 3,385人 3,730人 2,308人 34,983人

構成比 (26.7％) (16.1％) (18.2％) (12.0％) (9.7％) (10.7％) (6.6％) (100.0％)

▸　65歳以上の高齢者に占める認知症を有する高齢者の割合

（認知症を有する高齢者数:21,622人/65歳以上人口:143,987人）15.0％

 認知症を有する高齢者

 Ⅰ

 Ⅱ

 Ⅲ

 Ⅳ

 Ｍ

※

※

令和７年度末現在の要支援・要介護認定者に係る審査資料に基づき、集計

姫路市外で要支援・要介護度認定を受けた後に姫路市に転入した被保険者等、姫路市に審査資料の無い認定者に
ついては、集計から除外している。

 計

日中を中心として上記Ⅲの状態
が見られる。

夜間を中心として上記Ⅲの状態
が見られる。

日常生活に支障を来すような症
状・行動や意志疎通の困難さが
頻繁に見られ、常に介護を必要
とする。

著しい精神症状や問題行動ある
いは重篤な身体疾患が見られ、
専門医療を必要とする。

 ▶　介護度が重くなると、認知症高齢者の日常生活自立度は低下傾向にある。

日常生活に支障を来すような症
状・行動や意志疎通の困難さが
多少見られても、誰かが注意し
ていれば自立できる。

日常生活に支障を来すような症
状・行動や意志疎通の困難さが
ときどき見られ、介護を必要と
する。

家庭内でも上記Ⅱの状態が見ら
れる。

何らかの認知症を有するが、日
常生活は家庭内及び社会的にほ
ぼ自立している。

家庭外で上記Ⅱの状態が見られ
る。

 自立
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